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○山陽小野田市墓地、埋葬等に関する法律施行細則 

平成２４年３月１６日 

規則第８号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、墓地、埋葬等に関する法律（昭和２３年法律第４８号。

以下「法」という。）の施行について、墓地、埋葬等に関する法律施行規則

（昭和２３年厚生省令第２４号）に定めるもののほか、必要な事項を定める

ものとする。 

（許可の申請） 

第２条 法第１０条第１項の許可を受けようとする者は、墓地・納骨堂・火葬

場経営許可申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しな

ければならない。 

(1) 墓地、納骨堂又は火葬場（以下「墓地等」という。）に係る土地の登記

事項証明書 

(2) 墓地等に係る土地についての使用権原を有することを証する書類（墓地

等に係る土地を所有していない場合に限る。） 

(3) 付近の見取図及び平面図 

(4) 納骨堂又は火葬場にあっては、当該施設の構造設備を明らかにした図面 

(5) 墓地等の管理方法を記載した書面 

(6) 宗教法人又は公益法人にあっては、登記事項証明書 

２ 法第１０条第２項の規定による墓地の区域又は納骨堂若しくは火葬場の施

設の変更に係る許可を受けようとする者は、墓地・納骨堂・火葬場変更許可

申請書（様式第２号）に前項各号に掲げる書類（変更に係るものに限る。）

を添えて市長に提出しなければならない。 

３ 法第１０条第２項の規定による墓地等の廃止に係る許可を受けようとする

者は、墓地・納骨堂・火葬場廃止許可申請書（様式第３号）を市長に提出し

なければならない。 

（変更の届出） 

第３条 墓地等の経営者は、次に掲げる事項に変更があったときは、速やかに、
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墓地・納骨堂・火葬場変更届（様式第４号）により、その旨を市長に届け出

なければならない。 

(1) 墓地等の名称 

(2) 墓地等の経営者の住所又は氏名（法人にあっては、主たる事務所の所在

地又は名称若しくは代表者の氏名） 

(3) 墓地等の管理者の住所又は氏名 

（許可の基準） 

第４条 墓地等の新設又は変更に係る許可の基準は、別表のとおりとする。た

だし、周囲の状況その他の事情から支障がないと認められる場合は、この限

りでない。 

（墓地等の維持管理） 

第５条 墓地等の経営者及び管理者は、墓地等を清潔に保つこと等により、公

衆衛生上支障がないように墓地等を維持管理しなければならない。 

（埋葬の方法） 

第６条 死体の埋葬を行う場合の覆土の厚さは、１メートル以上でなければな

らない。 

（雑則） 

第７条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行日の前日までに、山口県の墓地、埋葬等に関する法律施行

細則（昭和５９年山口県規則第２２号）の規定によりなされた処分、手続そ

の他の行為は、この規則の相当規定によりなされた処分、手続その他の行為

とみなす。 

別表（第４条関係） 

墓地等の新設又は変更に係る許可の基準 

墓地 １ 鉄道、国道、県道その他重要な道路又は河川若しくは海岸から
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５０メートル以上離れた場所であり、かつ、住宅、学校、病院そ

の他の多人数の集合する場所から１００メートル以上離れた場

所であること。 

２ 土地は、高燥で、かつ、飲料水を汚染するおそれがない場所で

あること。 

３ 周囲には、塀又は生垣が設けられていること。 

４ 幅１メートル以上の通路が設けられていること。 

５ 雨水等の排水路が設けられていること。 

納骨堂 １ 住宅、学校、病院その他の多人数の集合する場所から５０メー

トル以上離れた場所であること。 

２ 出入口は、施錠できる構造であること。 

火葬場 １ 住宅、学校、病院その他の多数人の集合する場所から２２０メ

ートル以上離れた場所であること。 

２ 周囲には、塀又は生垣が設けられていること。 

３ 火葬炉には、防臭、防じんの設備等環境保全上支障がない設備

が設けられていること。 
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様式第１号（第２条関係） 

様式第２号（第２条関係） 

様式第３号（第２条関係） 

様式第４号（第３条関係） 

 


